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10
月
１
日
（
日
）
安
曇
野
市
の
ス
イ
ス

村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
に
お
い
て
「
長
野
県
協

同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
が

開
催
さ
れ
、
関
係
者
や
一
般
消
費
者
を
は

じ
め
２
５
０
０
名
を
超
え
る
大
勢
の
方
々

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、｢

長
野

県
協
同
組
合
連
絡
会｣

の
も
と
に
設
置
さ

れ
た
「
長
野
県
協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
７
実
行
委
員
会
」
が
主
催

し
、
長
野
県
内
に
お
け
る
協
同
組
合
連

携
の
一
環
と
し
て
、
組
合
員
同
士
の
交

流
や
協
同
組
合
の
活
動
を
県
民
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
外
で
は
、
36
の
団
体･

企
業

か
ら
47
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、「
岩
手
県

宮
古
市
か
け
あ
し
の
会
」「
報
道
写
真
パ

ネ
ル
展
「
福
島
の
記
録
」
や
白
馬
村
・
小

谷
村
・
木
曽
町
・
王
滝
村
の
特
産
品
ブ

ー
ス
、
県
内
の
野
菜
、
果
物
や
生
産
者

･

お
取
引
先
の
取
り
扱
い
商
品
の
販
売
や

試
食
、
医
療
生
協
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
様
々
な
ブ
ー
ス
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

県
労
福
協
も
、
一
般
市
民
の
方
々
に
労

福
協
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

共
同
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
各
事
業
団
体

の
内
容
を
〇
×
ク
イ
ズ
で
紹
介
し
、
正

解
者
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
タ
オ
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

楽
し
ん
で
学
べ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
、
県
の
健
康
福
祉
部
の
「
手
洗
い
チ

ェ
ッ
カ
ー
を
使
っ
た
手
洗
い
体
験
」
、
県

環
境
部
資
源
循
環
推
進
課
の
「
ゴ
ミ
減

量
の
啓
発
や
マ
イ
バ
ッ
ク
づ
く
り
」
、
県

林
務
部
の
「
マ
イ
箸
づ
く
り
体
験
」
な

ど
、
そ
の
他
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信
州
の

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
様
々
な
分
野
で

の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
豊
科
高
校
吹
奏
楽
部
、
Ｊ
Ａ
あ
づ

み
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
、
ね
こ
ち
ゃ
ん
と

楽
し
く
学
ぶ
「
交
通
安
全
教
室
」
、
東
信

医
療
生
協
の
健
康
体
操
、
ス
マ
イ
リ
ー

フ
ジ
の
大
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
等
が
披
露

さ
れ
多
彩
に
ス
テ
ー
ジ
を
飾
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
結
び
に
は
、
副

実
行
委
員
長
の
上
田
均
（
長
野
県
生
活

協
同
組
合
連
合
会
会
長
理
事
）
氏
が
挨

拶
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

長野県

協同組合フェスティバル2017開催！

オープニング演奏の豊科高校吹奏楽部

※長野県協同組合フェスティバル 2017実行委員会の構成団体・組織
長野県農協協同組合中央会、長野県信用農業協同組合連合会、全国農業協同組合連合会長野県本部、長野県厚生農業協同組合連合会、全国共済農業協同組合
連合会長野県本部、長野県生活協同組合連合会、長野県漁業協同組合連合会、長野県労働金庫、企業組合労協ながの、生活協同組合コープながの、生活クラ
ブ生活協同組合長野、長野医療生活協同組合、東信医療生活協同組合、上伊那医療生活協同組合、長野県高齢者生活協同組合、全労済長野県本部



　
長
野
県
平
和
・
人
権
・
環
境
労
働
組
合
会

議
（
県
労
組
会
議
）
は
10
月
17
日
、
代
議

員
・
傍
聴
者
な
ど
約
70
人
を
集
め
、
長
野
市

内
で
第
22
回
定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
村
山
智
彦
共
同
代

表
は
「
安
倍
政
権
が
衆
議
院
を
解
散
し
た

が
、
ま
っ
た
く
の
自
己
都
合
解
散
だ
。
平
和

を
壊
し
、
格
差
と
貧
困
を
ば
ら
ま
く
ア
ベ
政

治
は
も
う
終
わ
り
に
し
よ
う
」
な
ど
と
強
調

し
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
「
Ｊ
Ｒ
職
場
で
現
役
組
合
員
が

職
場
で
の
作
業
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
み

中
皮
腫
を
発
症
し
た
。
会
社
は
、
旧
国
鉄
の

責
任
と
主
張
し
、
事
業
主
証
明
を
拒
否
し
て

い
る
。
労
働
災
害
認
定
に
向
け
て
闘
い
を
す

す
め
た
い
。
支
援
を
お
願
い
す
る
」（
国
労
長

野
）
。「
地
区
労
組
会
議
へ
の
単
独
加
盟
組
合

で
、
社
長
の
ワ
ン
マ
ン
経
営
、
パ
ワ
ハ
ラ
で

管
理
職
や
従
業
員
の
反
発
が
広
が
り
、
管
理

職
組
合
を
結
成
す
る
」（
上
小
地
区
労
組
会

議
）
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
別
決
議
と
し
て
「
９
条
改
憲
を
狙
い
、

立
憲
主
義
を
破
壊
す
る
安
倍
政
権
の
退
陣
と

総
選
挙
で
護
憲
勢
力
の
躍
進
を
勝
ち
取
る
決

議
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
『
共

生
』『
助
け
合
い
』『
公
助
・
共
助
』
こ
そ
が

労
働
組
合
の
価
値
観
で
あ
り
、
格
差
と
貧
困

が
広
が
る
今
の
社
会
だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
」「
多
く
の
労
働
者
・
市
民
と
手
を
取

り
合
っ
て
労
働
組
合
の
価
値
観
を
実
現
」
し

よ
う
と
す
る
「
総
会
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し

た
。

連
合
長
野
は
10
月
27
日
（
金
）

ホ
テ
ル
国
際
21
に
お
い
て
、
各
構

成
組
織
の
代
議
員
、
傍
聴
者
、
来

賓
ら
３
０
０
人
の
出
席
の
も
と
、

『
次
の
飛
躍
へ
　
確
か
な
一
歩
を
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
29
回
定
期
大

会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
中
山
会
長
は
挨
拶
の
な

か
で
、
社
会
・
政
治
情
勢
や
県
内

の
雇
用
情
勢
に
触
れ
、
「
私
た
ち

は
足
元
に
お
い
て
、
一
日
一
日
何

が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
を

目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
社
会

の
分
断
を
防
ぎ
、
誰
も
が
安
心
し

て
働
き
、
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
り

上
げ
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
成
30
周
年

と
い
う
節
目
も
意
識
し
な
が
ら
、

前
向
き
の
危
機
感
を
奮
い
立
た

せ
、
次
の
飛
躍
へ
確
か
な
一
歩
を
踏

み
出
す
大
会
に
し
た
い
。
す
べ
て

の
働
く
人
々
、
次
代
を
担
う
人
々

の
た
め
、
不
条
理
に
は
敢
然
と
立

ち
向
か
い
、
誰
も
が
将
来
に
不
安

な
く
働
き
生
活
で
き
る
、
持
続
可

能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し

て
い
こ
う
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
た
。

来
賓
と
し
て
、
阿
部
長
野
県
知
事
、
連
合
本

部
役
員
を
は
じ
め
、
政
党
、
労
働
行
政
、
福
祉
事

業
団
体
よ
り
13
名
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
活
動
報
告
、
会
計
報
告
に
続
き
、

「
不
易
流
行
の
体
現
で
労
働
運
動
の
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
の
加
速
」
を
最
大
の
焦
点
と
し
た
２
０
１
８

-

２
０
１
９
年
度
運
動
方
針
を
提
案
、
予
算
、

役
員
選
出
な
ど
を
決
定
。
中
山
会
長
の
再
選

の
他
、
副
会
長
８
名
、
事
務
局
長
、
副
事
務
局

長
2
名
、
執
行
委
員
22
名
、
会
計
監
査
３
名
、

全
員
で
37
名
を
選
出
し
た
。
最
後
に
「
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
世
界
行
動
デ
ー
」
の
取
り
組

み
、
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択
、
中
山
会

長
の
力
強
い
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
全
体
で
三
唱
し

２
０
１
８
年
運
動
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

な
お
、
今
大
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

６
年
経
過
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
被
災
当
時
の

報
道
写
真
「
福
島
の
記
録
」
の
パ
ネ
ル
展
示
、
ま

た
、
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
連
合
長
野
ふ
れ
愛
資
金
」
か
ら
の
助
成
団

体
３
団
体
に
対
し
て
贈
呈
式
を
行
い
今
後
の
活

動
を
激
励
、

さ
ら
に
、
助

成
団
体
で
あ

る
日
本
聴
導

犬
協
会
に
よ

り
周
知
啓
発

活
動
と
し
て

聴
導
犬
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。

主催者あいさつをする村山智彦共同代表

団結ガンバローで総会を締めくくった

会場全員による力強いガンバロー三唱

執行委員会を代表して中山会長の挨拶

第2 9回定期大会連合長野

第
22
回
定
期
総
会

県
労
組
会
議
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９
月
10
日
、
長
野
市
に
て
、
第
39
回
県
労

連
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ

つ
の
中
で
細
尾
議
長

は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
と
核
実
験

に
つ
い
て
、
核
兵
器

廃
絶
に
む
か
う
大
き

な
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
だ
と
批
判
し
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
は
、「
対
話
に
よ
る
外
交
努
力

が
必
要
」
と
世
界
の
首
相
が
言
明
す
る
中
で
、

「
対
話
の
た
め
の
対
話
は
意
味
が
な
い
」
と
対

話
に
背
を
向
け
る
安
倍
首
相
の
発
言
に
疑
問

を
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
史
上
最
高
額
と
な
っ

た
防
衛
予
算
、
国
会
を
軽
視
す
る
政
権
運
営

な
ど
に
も
言
及
、
さ
ら
に
働
き
方
改
革
に
も
触

れ
、
過
労
死
ラ
イ
ン
合
法
化
、
労
働
時
間
規
制

の
破
壊
な
ど
「
働
か
せ
方
改
革
」
だ
と
断
じ
、

労
働
者
の
中
で
た
た
か
い
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
憲
法
が
生
き
る
未
来
を
次
世
代
に
確

実
に
引
き
渡
す
た
め
に
、
野
党
共
闘
と
労
働
者

そ
し
て
市
民
の
共
同
の
国
民
的
な
広
が
り
が

今
こ
そ
必
要
だ
と
述
べ
、
活
発
な
討
論
を
求
め

ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
全
労
連
の
平
沢
学
常
任
理

事
、
長
野
労
金
の
高
橋
精
一
理
事
長
を
迎

え
、
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
後
、
服
部
副
議
長

か
ら
議
案
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

の
討
論
で
は
、「
自
治
体
職
場
の
人
員
不
足
と

長
時
間
労
働
の
実
態
と
職
場
訪
問
の
様
子
」
、

「
安
倍
政
権
下
で
の
社
会
保
障
解
体
と
医
療
介

護
従
事
者
の
厳
し
い
処
遇
や
人
員
体
制
の
実

態
」
、「
次
世
代
の
取
り
込
み
と
育
成
に
関
す
る

青
年
の
取
り
組
み
」
、「
秋
季
闘
争
と
フ
ク
ダ
電

子
争
議
に
つ
い
て
」
、「
特
別
支
援
学
校
の
設
置

基
準
に
つ
い
て
」
、「
年
金
制
度
の
拡
充
」
、「
地

域
活
性
化
大
運
動
の
一
環
と
し
て
の
自
治
体

訪
問
や
チ
ラ
シ
配
布
の
取
り
組
み
」
、「
市
議
や

区
長
か
ら
被
爆
者
国
際
署
名
を
も
ら
う
取
り

組
み
」
な
ど
、
10
単
産
５
支
部
１
専
門
部
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
は
全
て
、
全
会
一
致
で
認
め
ら
れ
、

「
３
万
人
県
労
連
を
目
指
し
、
組
織
拡
大
強
化

４
か
年
計
画
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
、

地
域
で
の
共
同
行
動
を
広
げ
る
こ
と
、
改
憲

策
動
と
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
る
た
め
、
職
場

大
学
集
運
動
を
柱

に
職
場
・
地
域
か

ら
共
同
闘
争
を
す

す
め
る
こ
と
、
労

働
者
・
国
民
の
力

で
、
選
挙
に
よ
っ

て
政
治
を
変
え
る

こ
と
」
を
大
会
宣

言
に
よ
っ
て
確
認

し
、
閉
会
し
ま
し

た
。

大会で挨拶する細尾議長

参加者全員による団結ガンバロー

活
発
な
討
論

　
10
単
産
５
支
部
１
専
門
部
か
ら
発
言

労
働
者
の
命
輝
く
職
場
と
社
会
の
実
現
を

目
指
す
た
め
の
運
動
方
針
確
立
を
目
指
し
て

2017年度 長野県勤労者体育大会 県大会結果
男
子
の
部

女
子
の
部

テニス
10/21（土）
東和田運動公園
テニスコート

上伊那選抜チーム
新 光 電 気 労 組
長 野 市 職 員 労 組
シナノケンシ労組
長 野 市 職 員 労 組
上伊那選抜チーム
飯 田 市 職 員 労 組

上伊那地区
長野地区
長野地区
上小地区
長野地区
上伊那地区
飯伊地区

優　勝
準優勝
三　位
三　位
優　勝
準優勝
三　位

男
子
の
部

女
子
の
部

オルガン針労働組合
日信・ＡＮＢＪ労組合同
山洋電気労組上田支部
飯田市職員労働組合
大 町 市 役 所
木 曽 町 職 員 労 組

上小地区
上小地区
上小地区
飯伊地区
中信地区
中信地区

優　勝
準優勝
三　位
三　位
優　勝
準優勝

バレーボール
10/28（土）
長野市真島
ホワイトリング

男
子
の
部

みなみ信州農協労組
都 築 製 作 所 労 組
ＮＨＫニッパツ労組伊那支部
株式会社エム・イー

飯伊地区
長野地区
上伊那地区
中信地区

優　勝
準優勝
三　位
三　位

野　　球
11/11（土）・12（日）
長野市

南長野運動公園

男
子
の
部

女
子
の
部

新 光 電 気 労 組
山洋電気労組上田支部
長 野 県 職 員 労 組
松 本 市 職 員 労 組
長 野 市 職 員 労 組
多摩川精機バドミントンクラブ

長野地区
上小地区
長野地区
中信地区
長野地区
飯伊地区

優　勝
準優勝
三　位
三　位
優　勝
準優勝

バドミントン
10/28（土）
長野市真島
ホワイトリング

テニス バレーボール バドミントン 野球

第
39
回
定
期
大
会

長
野
県
労
連
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２
０
１
７
年
10
月
24
日
（
火
）
メ
ル

パ
ル
ク
長
野
（
長
野
市
）
に
お
い
て

「
２
０
１
７
年
度
労
金
・
全
労
済
合
同

新
任
運
営
委
員
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
、
労
金
運
営
委
員
50
名
、
全
労
済
運

営
委
員
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。研

修
会

は
、
中
央

労
福
協
ア

ド
バ
イ
ザ

ー
の
高
橋

均
氏
よ
り

「
歴
史
か

ら
学
ぶ
労

働
運
動
と
労
働
者
福
祉
運
動
の
理
念
と

課
題
」
～
労
働
組
合
と
労
金
・
全
労
済

の
誕
生
と
労
働
組
合
の
関
わ
り
を
中
心

に
～
と
題
し
て
、
新
任
運
営
委
員
に
対

し
合
同
で
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
歴
史
に
お
け
る
労
金
・
全

労
済
の
位
置
づ
け
か
ら
連
帯
・
協
同
の

実
現
に
向
け
て
の
労
働
者
自
主
福
祉
運

動
の
展
開
を
分
か
り
易
く
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
労
金
、
全
労
済
そ
れ
ぞ

れ
の
運
営
委
員
に
分
か
れ
て
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

労
働
金
庫
の
研
修

労
働
金

庫
の
研
修

会
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
多

摩
川
精
機

労
働
組
合

副
執
行
委

員
長
で
、

ろ
う
き
ん

運
動
推
進

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ

る
小
林
直

樹
講
師
よ

り
「
運
営
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
」
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
運

営
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
」
、「
運
営
委
員
と
し
て
の
責

任
・
自
覚
を
持
っ
た
活
動
を
行
い
た
い
」

等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
労
金
職
員
を
交
え
て
の
分
散

会
で
は
「
今
後
、
自
身
の
組
合
で
ろ
う
き

ん
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
活

動
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
他
の
組
合
や
運
営
委
員

会
の
活
動
を
知
る
い
い
機
会
と
な
っ
た
」

「
今
後
の
や
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
」
等

の
前
向
き
な
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
、
今

後
の
活
動
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

全
労
済
の
研
修

全
労
済
の
研
修
会
で
は
石
田
事
務
局
長

の
挨
拶
の
後
、
１
．「
創
立
60
周
年
《
プ
ロ

ロ
ー
グ
新
し
い
全
労
済
の
一
歩
》
」
、
２
．

「
全
労
済
長
野
推
進
本
部
協
力
機
構
概

要
」
お
よ
び
「
創
立
60
周
年
記
念
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
取

り
組
み
の

要

請

」
、

３
．
「
ラ

イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合

わ
せ
た
保

障
設
計
に

つ
い
て
」

と
「
住
ま

い
の
保
障

に

関

す

る
基
礎
知
識
」
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
全
労
済
の

歴
史
や
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
地
震
や
自
然
災
害
が
多
発
す
る

中
で
保
障
点
検
の
重
要
性
が
理
解
で
き

た
」
「
生
活
実
態
に
合
わ
せ
た
保
障
設

計
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
」
等
、
全
体

的
に
好
評
な
意
見
が
多
く
、
今
後
の
地

区
運
営
委
員
活
動
に
つ
な
が
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

合
同
新
任
運
営
委
員
研
修
会

労
　
　金

全
労
済
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　松本地区労福協は10月７日（土）キッセイ文化会館を会
場に第46回勤労者文化祭を開催しました。当日は雨も心配
されましたが、開場から大勢の親子連れの参加者が詰めか
け、午前中はろうきん親子アニメ祭「ドラえもんの南極カ
チコチ大冒険」を中ホール満席状態で映画観賞していまし
た。午後は、クラウン　トガさんのパフォーマンスや宇宙
戦隊キュウレンジャーショーもあり、ちびっ子が舞台前に
集まり盛り上がっていました。昼休みには、ゲームコーナ
ー・ちびっ子木工教室に景品・作品が終わってしまう盛況で、それぞれ子供達の歓声もあり大変盛
り上がりました。最後に豪華景品が当たる抽選会を行い、親子で楽しい１日になりました。入場

券・ゲーム代は災害のための基金として松本市に寄附を行います。

松本地区勤労者文化祭開催　抽選会で大盛り上がり！

　10月14日（土）県伊那文化会館西側さわやか広場で「第24
回上伊那労福協まつり」を開催しました。
　午前中は生憎の小雨模様でしたが、午後には雨も上がり、大
勢の親子連れで賑わいました。地域貢献活動を目的に労福協構
成20団体による揚げパン、たこ焼、五平餅等の模擬店、旬の
地産果物・野菜の直売店等
17店舗やフリーマーケッ

トがずらりと並び、どの店も行列ができ、会場内は大盛況でし
た。また、ちびっ子広場では、SL模型走行、輪投げ、ふわふわ
トランポリン等が人気で子供達は大喜びでした。

　文化会館では労金伊那支
店「親子アニメ祭り」が共催され、終了後は大勢の親子が押し
寄せました。屋台での食事やゲーム、日本聴導犬協会の犬達と
のふれあいイベントも行われ、親子で楽しく盛り上がりまし
た。
　会場内では福祉カンパも実施され、地域貢献と労福協活動を
知っていただく有意義なイベントとなりました。

上伊那労福協まつり　雨も上がり盛況に開催！

地区労福協だより

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 2017 年 11 月 15 日第 305 号（5）



インターネットの急速な普及に伴い、インターネットを利用して商
品を購入するというインターネット通販が流行しています。最近で
は、スマートフォンの普及によってより身近になり、いつでもどこで
も申し込めて身近な反面、トラブルも多く発生しています。

※楽しいはずのインターネット通販も、トラブルに遭ったら大変です。どちらの事例も以下の注意
点さえ知っていれば、未然に危険を察知できたはずです。

事例１ インターネットサイトで音楽機器をクレジットカードで購入しました
が、いつまで待っても商品が発送されず、ずっと連絡も取れません。
不審に思ったのでお店の電話番号を検索してみると、詐欺サイトであるという書
き込みを発見しました。

（消費者庁）

事例2 約1か月前にスニーカーを注文し、代金1万円を個人名義の銀行口座に振り込んだ
ところ、スニーカーが中国から届いて、粗雑な作りでした。ニセモノだと思っ
て、販売店にメールで解約を申し出ましたが、一向に返信がありません。

インターネット通販における注意ポイント
〇所在地や連絡先、他の利用者の評価など事業者の情報を自分でしっかりと確認しましょう。
〇一般に流通している価格よりも大幅に安く販売されている場合は、購入する商品が模倣品でない
か十分に注意しましょう。
〇配送方法や配送期間などがどの程度掛かるかを知っておきましょう。
〇クレジットカードが利用できず、支払い方法が銀行振込のみしか用意されていない場合で、個人
名義の場合は十分に注意しましょう。
〇サイズ違いなど購入後にトラブルに遭遇することもあるため、キャンセル・返品条件・利用規約
は事前に必ず確認しましょう。（通信販売にはクーリング・オフ制度はありません）

ニセモノには個人情報流失や商品未着の危険が！
　ニセモノでも安ければいいと思っていませんか？ニセモノと知りながら買って、「商品が届かなかった」、「思っ
た以上に粗悪品だった」というトラブルに遭うことも多いです。また、購入する際に入力した個人情報が流失し
て、別の犯罪に巻き込まれる危険性もあります。ニセモノに手を出すのは絶対にやめましょう。
なりすましECサイトによる被害が発生中！
　最近、正規のEC（電子商取引）サイトの商号やデザイン、商品写真などを無断でコピーしたサイトを作り、代
金支払い後も購入者に商品を送らなかったり、偽ブランド品を送付したりする
サイト等による被害が発生しています。
なりすましECサイトは、一見しただけでは見分けがつかないこともあります。
そのため、以下の点も併せて確認しましょう。
・表示URLが、購入を希望しているECサイトのURLと一致しているか。
・サイトだけでなく、注文後のメールにも不自然な日本語表現はないか。
・電話番号が表示されている場合は、電話がつながるか。

もしも、トラブルに遭ったら、消費者ホットラインまで　188
い や や

◎あわせて次の点もチェックしましょう！
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私
は
、
未
婚
の
ま
ま
70
歳
を
迎
え
ま
し

た
。
両
親
も
既
に
亡
く
な
り
、
兄
弟
も
い
な

い
こ
と
か
ら
、
身
寄
り
と
言
え
ば
従
妹
が
い

る
だ
け
で
す
。

　
老
後
の
こ
と
も
考
え
て
蓄
え
に
心
が
け
て

き
た
の
で
、
幸
い
経
済
的
に
は
心
配
な
い
状

況
で
す
が
、
私
が
死
亡
し
た
後
、
私
の
残
っ

た
財
産
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
死
亡
し
た
人
に
配
偶
者
、
子
、
親
、
兄
弟
ま
た

は
そ
の
子
（
甥
、
姪
）
な
ど
の
相
続
人
が
全
く
い

な
い
場
合
を
相
続
人
の
不
存
在
と
い
い
ま
す
。

相
談
事
例
の
場
合
は
従
妹
が
い
ま
す
が
、
従
妹

は
相
続
人
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
未
婚
の

ま
ま
人
生
を
終
え
る
人
も
珍
し
く
な
く
、
少
子

化
傾
向
を
反
映
し
て
兄
弟
が
い
な
い
人
も
大
勢

い
ま
す
。
ま
た
相
続
人
が
い
て
も
、
相
続
人
が
全

員
、
相
続
放
棄
を
し
て
し
ま
う
と
、
最
終
的
に

は
相
続
人
不
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
人
不
存
在
の
場
合
は
、
利
害
関
係
人
等

の
請
求
に
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
が
相
続
財
産

の
管
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
相
続
財
産
の
管
理
人
は
、
一
定
の
手
続
に

よ
り
、
死
亡
し
た
人
が
貸
し
て
い
た
お
金
等
の

回
収
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
負
債
の
支

払
等
の
清
算
を
す
る
一
方
で
、
他
に
相
続
人
が

い
な
い
か
ど
う
か
探
し
ま
す
。

　
相
続
人
と
し
て
名
乗
り
出
る
者
が
い
な
い
場

合
、
死
亡
し
た
人
の
清
算
後
の
財
産
は
国
に
帰

属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
終
的
に
国
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ら

ば
、
せ
め
て
身
寄
り
と
言
え
る
従
妹
に
遺
産
を

与
え
た
い
と
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
で

遺
言
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最

近
は
、
身
寄
り
の
な
い
人
が
、
残
っ
た
遺
産
を

社
会
福
祉
事
業
に
寄
付
す
る
内
容
の
遺
言
を
作

成
す
る
場
合
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
私
は
、
甥
の
家
に
甥
と
同
居
し
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
結
婚
す
る
こ
と
な
く
実

家
で
生
活
し
て
き
ま
し
た
が
、
両
親
は
死
亡

し
て
兄
が
実
家
の
家
等
を
相
続
し
、
兄
も
死

亡
し
て
、
そ
の
子
で
あ
る
甥
が
相
続
し
た
結

果
、
私
が
住
ん
で
い
る
実
家
は
甥
の
所
有
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
私
は
幸
い
年
金
収
入
等
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
家
の
修
理
費
用
や
甥
の
生
活
費
の
援
助

等
を
し
て
き
ま
し
た
。
甥
は
未
婚
で
す
が
、

最
近
交
通
事
故
で
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
両
親
も
既
に
亡
く
な
り
、
兄
弟
も
い
な

か
っ
た
甥
が
所
有
す
る
実
家
の
土
地
建
物
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
前
の
事
例
と
同
様
に
、
甥
は
相
続
人
が
い
な

い
こ
と
か
ら
相
続
人
不
存
在
の
場
合
に
該
当
し

ま
す
。
遺
産
と
な
る
家
に
住
ん
で
い
る
相
談
者

は
叔
母
に
当
た
り
、
も
と
は
実
家
の
家
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
も
、
甥
の
遺
産
で
あ
る
家
を
相
続

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
前
の
事
例
の
回
答
の
と
お
り
、
相
談
者
が
住

ん
で
い
る
家
は
最
終
的
に
は
国
の
も
の
に
な

り
、
相
談
者
は
高
齢
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
住
ん
で
き
た
実
家
の
家
を
出
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
相
続
人
不
存
在
の
場
合
、
亡
く
な
っ
た
人
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
、
亡
く
な
っ
た
人

の
療
養
看
護
に
務
め
た
者
、
そ
の
他
亡
く
な
っ

た
人
と
特
別
の
縁
故
が
あ
っ
た
者
は
、
一
定
の

期
間
内
に
家
庭
裁
判
所
に
請
求
を
す
る
と
、
家

庭
裁
判
所
は
清
算
後
の
遺
産
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
こ
れ
ら
の
人
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
場
合
、
こ
の
手
続

に
よ
っ
て
自
分
が
住
ん
で
き
た
家
及
び
土
地
を

取
得
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
事
例
①
】

【
事
例
②
】

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
シ
リ
ー
ズ

　
　№
71

相
続
に
つ
い
て

佐藤　豊

弁護士

くらし・なんでも相談

ふくちゃん

お電話で
無料相談

一人で悩んでいないで、まずはご相談ください。

※個人情報は厳守いたします。
　安心してご相談ください。

弁護士 司法
書士

社会保険
労務士

相談したいけどなかなか話せない…。そんな悩みや不安を解決するために、相談アドバイザーや専門家が対応します。
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寄
せ
鍋
、
石
狩
鍋
、
カ
ニ
す
き
、
水
炊
き
、

等
々
鍋
物
が
楽
し
み
な
季
節
と
な
っ
て
き
た
。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
で
、
野
菜
が
多
く
摂
取

で
き
、
体
も
温
ま
る
。
最
後
の
〆
飯
と
し
て
雑
炊

は
、
食
材
か
ら
出
る
う
ま
み
の
す
べ
て
が
含
ま

れ
て
い
て
秀
逸
の
食
事
と
な
る
。
ま
た
鍋
物
は
、

冷
蔵
庫
の
中
に
あ
る
残
り
物
で
も
工
夫
次
第
で

色
々
楽
し
め
る
。
鍋
物
は
冷
蔵
庫
の
余
り
物
を

整
理
し
て
く
れ
る
強
い
味
方
だ
。
▼
さ
て
、
寄
せ

鍋
を
目
の
前
に
し
て
ふ
と
考
え
た
。
食
料
自
給
率

と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
調
べ
て
み
る

と
何
や
ら
不
可
解
な
数
字
の
よ
う
だ
。
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
食
料
自
給
率
と
生
産
額
ベ
ー
ス
自
給
率

に
大
き
く
大
別
さ
れ
、
農
水
省
の
発
表
で
は
、

２
０
１
６
年
度
の
前
者
は
38
％
、
後
者
は
68
％
と

大
き
な
差
が
あ
る
。
日
本
の
食
料
自
給
率
が
危

機
的
状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら

の
数
字
を
信
用
し
て
よ
い
か
疑
問
を
持
っ
て
し

ま
う
。
▼
ま
た
、
自
給
率
は
日
本
中
で
出
回
っ
て

い
る
食
材
の
う
ち
、
実
際
に
食
べ
ら
れ
た
日
本
産

の
食
品
割
合
で
算
出
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
。
つ
ま

り
、
計
算
す
る
際
の
分
母
に
は
「
廃
棄
食
料
」
も

含
ま
れ
て
し
ま
い
、
食
べ
残
し
な
ど
の
無
駄
な
食

材
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
自
給
率
が
下
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
国
内
の
食
品
の
年
間
廃

棄
量
は
約
２
０
０
０
万
ト
ン
も
あ
り
、
自
給
率
を

上
げ
る
に
は
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
た
方
が
効
率

的
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
▼
松
本

発
祥
の
食
べ
残
し
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
３
０
・
１
０

（
サ
ン
マ
ル
・
イ
チ
マ
ル
）
運
動
」
は
長
野
県
内

だ
け
で
は
な
く
全
国
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
食

料
自
給
率
向
上
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
忘
・

新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

心
し
て
食
事
を
戴
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
▼
熱
々
の
具
材
を

食
し
た
直
後
の
冷
た
い

日
本
酒
は
格
別
（
雅
）

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を

　
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

　
組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書

　
カ
ー
ド
（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
12
月
15
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

　
　前
回
の
正
解
は

当
選
者
（
 5
名
・
敬
称
略
）

　
松
原
　
正
司

　
　
　
　
　（
木
祖
村
） 

　
山
口
　
　
真

　
　
　
　
　（
須
坂
市
） 

　
鈴
木
と
志
江

　
　
　
　
　（
長
野
市
） 

　
志
鎌
　
由
美

　
　
　
　
　（
木
曽
町
） 

　
徳
永
　
健
一

　
　
　
　
　（
千
曲
市
）

日
々
是
好
日

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 2017 年 11 月 15 日第 305 号 （8）


